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表 1．タミフルの「使用上注意改訂のお知らせ」 
（https://chugai-pharm.jp/product/tam/、閲覧日：2019 年 8 月 17 日） 

改訂後 改訂前 
【警告】 
削除 

【警告】 
2.10 歳以上の未成年の患者においては、因果関

係は不明であるものの、本剤の服用後に異常行

動を発現し、転落等の事故に至った例が報告さ

れている。このため、この年代の患者には、合

併症、既往歴等からハイリスク患者と判断され

る場合を除いては、原則として本剤の使用を差

し控えること。（後略） 
2．重要な基本的注意 
（１）抗インフルエンザウイルス薬の服用の有

無又は種類にかかわらず、インフルエンザ罹

患時には、異常行動を発現した例が報告され

ている。（後略） 

2．重要な基本的注意 
該当記載なし 

 
 
例３．「緑内障」禁忌→「閉塞隅角緑内障」禁忌への変更（2019 年 7 月） 

これは、該当医薬品が一斉に変更になっています。PL 配合顆粒を例に取り上げます（表

2）。 
 
薬剤師の立場としては、緑内障を見つける度に医師に「一応、『緑内障禁忌』って添付文

書に書いてありますが･･･、いいですよね？」と疑義照会を行い、医師も薬剤師も「モヤモ

ヤ」っとしていた状況に、やっと終止符が打たれたのかもしれません。 
本事例は、添付文書の中身が臨床現場の感覚により即した内容に改訂されたという点で、

特筆点だと感じています。 
 
表 2．PL 配合顆粒の「使用上の注意改訂のお知らせ」より 
（https://www.shionogi.co.jp/med/index.html、閲覧日：2019 年 8 月 17 日） 

改訂後 改訂前 
【禁忌（次の患者には投与しないこと）】 
5．閉塞隅角緑内障の患者［本剤中のプロメタ

ジンメチレンジサリチル酸塩が有する抗コ

リン作用により眼圧が上昇し，症状を悪化さ

せることがある。］ 

【禁忌（次の患者には投与しないこと）】 
5．緑内障の患者［本剤中のプロメタジンメチレ

ンジサリチル酸塩は抗コリン作用を有し，緑内

障を悪化させるおそれがある。］ 

1．慎重投与（次の患者には慎重に投与するこ

と） 
(6) 開放隅角緑内障の患者［本剤中のプロメタ

ジンメチレンジサリチル酸塩が有する抗コ

リン作用により眼圧が上昇し，症状を悪化さ

せることがある。］ 

1．慎重投与（次の患者には慎重に投与すること）

該当記載なし 

 
上記以外にも、「コデイン類、12 歳未満禁忌へ」も、医療事故が背景にあり特筆すべき

なのですが、この辺りで筆を収めたいと思います。 
本項の最後に申し上げたいのは、「禁忌」を外すことも、設けることも否定していません。

医薬品の適正使用は時代の要請に基づいて変わるものだと思います。それに即した医療従

事者の業務システムのあり方、つまり、医師の指示に始まり、適宜麻酔科医の介入や看護

師の指示受け、そして薬剤師の処方監査と疑義照会という一連のシステムのあり方をしっ

かりと検証し確立させていくことが最も重要である、と強調させていただきます。 


